病態生化学 by 荻田 善一 et al.
大黄成分 Rhatannin のア ミ ノ 酸代謝に 対す る 作用
特に血清蛋 白 質合成に 及 ぼす影響 に つ い て 一. 日本
薬学会第105年会， 1985， 4 ， 金沢.
20 ) 長沢哲郎， 大浦彦吉， 野中源一自民 西岡五夫 :
大黄成分 Rhatannin の ア ミ ノ 酸代謝に 対す る 作用 .
第 2 回和漢医薬学会， 1985， 9 ， 京都.
21 ) 長沢啓自民 大浦彦吉， 野中源一自民 西岡五夫 :
グルタ ミ ン代謝に及ぼす大黄成分 Rhatannin の影響.
第58 回 日 本生化学会大会， 1985， 9 ， 仙 台 .
22 ) 日 合 奨， 横 山 弘 臣 : ト リ テノレペノ イ ド サ ポ
ニ ン に よ る コ ルチ コ ス テ ロ ン 分泌促進な ら びに 産生
増加 に つ い て . 日 本生薬学会， 1985， 10， 岡 山 .











1 )  荻 田 善一 : 遺伝情報の生化学的基礎 I 出生
前小 児科学」 小林 登 他 編， 29-72， 中 山書庖，
1985 
2 )  荻 田 善一 : キ メ ラ 動物 I新薬開発の た め の
動物モ デル利用法」 伊藤隆太他編， 405-416， R &  
D プ ラ ン ニ ン グ， 1985 . 
3 )  荻 田 善一 : ア イ ソ ザイ ム I リ プ ロ ダ ク シ ョ
ン 実験マニ ュ ア ル」 飯塚理八他編， 239-247， 講談
社サ イ エ ン テ ィ フ ィ ッ ク ， 1985. 
⑮ 原 著
1 ) Kunisada T.， Yamagishi H. ，  Ogita Z. ，  
Kirakawa T. and Mitsui Y. : Appearance of 
extrachromosomal circular DNAs during in vivo 
and in vitro aging of mammalian cells. Mec. 
Aging Dev. 29 : 89-99， 1985. 
2) Tojo H.， Ogita Z. and Momose Y. : com­
parison of the in vitro development of mouse 
single blastomeres with and without the zona 
pellucida. Experimentia 41 : 108-109， 1985. 
3) Shibata F. and Ogita Z. : Control of elec­
troendosmosis on agarose gellayers by use of 
modified gellatins. Electrophoresis 6 :  138-140， 
1985. 
4) Mori A. and Ogita Z. : Rapid and econo­
mical method for purification of plasmid DNA. 
Physico-chem. Biol. 29 : 261-265， 1985. 
る 日 中 シ ン ポ ジ ウ ム ， 1985， 9 ， 富 山 .
7 )  鈴木奈緒美， 横津隆子， 大浦彦吉， 野 中 源一
郎， 西 岡五夫 : ア テ、、ニ ン 誘発慢性腎不全 ラ ッ ト に 対
す る 大黄精製画分の効果 に つ い て . 第 2 回和漢医薬
学会， 1985， 9 ， 京都.
8 )  鄭 平東， 横津隆子， 大浦彦吉， 寺j畢捷年，
三瀦忠道 : 慢性腎不全 に 対す る 漢方方剤温牌湯の 改
善作用 . 第 2 回和漢医薬学会， 1985， 9 ， 京都.
9 )  横津隆子， 大浦彦吉， 三瀦忠道， 寺j畢捷年 :
慢性腎不全に お け る 血 中 グア ニ ジ ノ 化合物に つ い て
-和漢薬大黄並ぴに 大黄含有漢方方剤 の影響 . 第
8 回 グア ニ ジ ノ 化合物研究会， 1985， 9 ， 大阪.
10) 横j畢隆子， 鄭 平東， 大浦彦吉， 若木邦彦，
小泉富 美朝 : 慢性 腎不全 ラ ッ ト に 対す る 温牌湯の尿
毒症改善作用， 第28 回 日 本腎臓学会総会， 1985， 10， 
東京.
11 ) Terasawa K. ，  Mitsuma T.， Tosa H. ，  
Oura H. and Yokozawa T. : Rhubarb therapy in 
patients with chronic renal failure. 4th Inter­
national Congress of Oriental Medicine， 1985， 10， 
Kyoto. 
12 ) 大浦彦吉， 鄭 海泳 横j畢隆子 : ア テ、、ニ ン 誘
発慢性腎不全 ラ ッ ト に 対す る 各種和漢薬の影響 に つ
い て . 第 2 回和漢医薬学会， 1985， 9 ， 京都.
13) 鄭 海泳， 横j畢隆子， 大浦彦吉 : ア テ、、ニ ン 誘
発慢性腎不全 ラ ッ ト に 対す る 丹参の効果. 第 2 回和
漢医薬学会， 1985， 9 ， 京都.
14 ) 横j畢隆子， 小林妙子， 競 真人， 大浦彦吉，
川 島祐次 : ス ト レ プ ト ゾ ト シ ン 誘発糖尿病 ラ ッ ト に
対す る Ginsenoside-Rb2 の連続投与 に よ る 効果. 日
本薬学会第105年会， 1985， 4 ， 金沢.
15) 横 i畢隆子， 競 真 人 ， 大浦彦吉 : Strepto­
zotocin 誘発糖尿病 ラ ッ ト に対す る Ginsenoside-Rb2
の糖代謝改善作用 . 日 本生化学会北陸支部第 3 回大
会， 1985， 5 ， 金沢.
16 ) 横津隆子， 大浦彦吉， 矢野三郎， 川 島裕次 :
ス ト レ プ ト ゾ ト シ ン 誘発糖尿病 ラ ッ ト に 対す る Gin­
senoside-Rb2 の連続投与に よ る 糖代謝改善作用 . 第
2 回和漢医薬学会， 1985， 9 ， 京都.
17 ) 横 j畢隆子， 大 浦 彦 吉 ， } I I 島裕次 : Strepto­
zotocin 誘発糖尿病 ラ ッ ト に対す る Ginsenoside-Rb2 
の糖尿病状態 改善作用 . 第58 回 日 本生化学会大会，
1985， 9 ， 仙 台 .
18 ) 横津隆子， 大浦彦古， 中 川 昨 : 大豆 中 の遊
離ア デニ ン の定量. 第39回 日 本栄養 ・ 食糧学会総会，
1985， 4 ， 東京.
19 ) 長沢哲自民 大浦彦吉， 野中源一郎 西岡五夫 :
5 )  桃井啓子， 荻 田善一 : ウ サ ギ に お け る ア ト ロ
ビ ン 応答性体質の薬理遺伝学的研究. 和 漢医薬学会
誌 2 : 20-26， 1985. 
6) Taie H. and Ogita Z. : A significant effect 
of Hachimi-zio・gan on arginine aminopeptidase 
in mice submaxillary gland. J. Med. Pharm. 
WAKAN-YAKU 2 :  411-417， 1985. 
7) Kikuchi T.， Matsuda S.， Kadota S.， Murai 
Y. and Ogita Z. : Gonoderic acid D， E， F and H 
and Lucidenic acid D， E and F， new triterpenoids 
from Gonoderma Lucidum. Chem. Pharm. Bull. 
33 : 2624-2627. 1985. 
8 )  Kikuchi T.， Matsuda S.， Murai Y. and 
Ogita Z. : Gonoderic acid G and 1 and Ganodeluci­
dic acid A and B， new triterpenoids from Gano・
derma Lucidum. Chem. Pharm. Bull. 33 : 2628 
2631， 1985. 
⑨ 総 説
1 )  荻 田 善一 : 老化予防 と 和漢薬. Pharma Me-
dica 新春増刊号 : 79-82， 1985. 
2) 荻 田 善 一 : 個 人 差 の 遺伝 学 . Therapeutic 
Research 2 : 269-278， 1985. 
3) 村松正実， 荻田善一， 尾形悦郎 : 遺伝子工学，
細胞工学 と 臨床. 臨床医 11 : 763-777， 1985. 
4 )  荻 田善一， 丸 山 由紀子 : 臨床遺伝学に お け る
組換 え D N A - D N A 診断 神経研究の進歩 29 
: 379-389， 1985. 
⑨ 学会発表
1 )  森 篤雄， 荻 田 善一 : D N A 診断法の 開 発 を
目 指 し た ヒ ト 遺伝子の ク ロ ー ニ ン グ. 第22 回 日 本臨
床代謝学会， 1985， 2 ， 東京.
2 )  桃井啓子， 岩橋寛治， 柴 田 太， 荻 田 善一 :
マ ウ ス に お け る ベルペ リ ン の薬理作用 . 日 本薬学会
第105年会， 1985， 4 ， 金沢.
3) 丸山由紀子， 内山 務， 荻田善一， 上川 浩 :
蛋 自 分解酵素ザイ モ ー ゲ ン 活性化機構の解析. 日 本
薬学会第105年会， 1985， 4 ， 金沢.
4) ハ ム デ ィ タ イ エ， 荻 田 善一 : 八味地買丸成
分のマ ウ ス 顎下腺にお よ ほす影響. 日 本薬学会第105
年会， 1985， 4 ， 金沢.
5) 菊 池 徹， 松 田 暁子， 門 田 重利， 村井義洋，
荻田善一 : マ ン ネ ン タ ケ ( 霊芝 ) の新 ト リ テ ルペ ン
成分に つ い て . 日 本薬学会第 105 年会， 1985， 4 ，  
金沢.
6 )  森 田 瑞・枝， 稲垣克彦， 金谷高志， 安倍政利，
荻 田善一 : リ ウ マチ患者集団 に お け る 「証」 の分布.
第 2 回和漢医薬学会， 1985， 9 ， 京都.
7) 広瀬三智子， 久村富徳， 荻 田 善一 : 黄連成分
の 培養 細 胞 に 及 ぼす 影響 . 第 2 回和漢医薬学会，
1985， 9 ， 京都.
8 )  丸山由紀子， 内山 務， 上川 浩， 荻 田 善一 :
和 漢 薬 成分のザ イ モ ー ゲ ン 活性化に 及 ぼす in vitro 
試験法 の 確 立 . 第 2 回 和 漢 医 薬学会， 1985， 9 ， 
京都.
9 )  ハ ム デ ィ タ イ エ， 荻 田 善一 : 八味地黄丸証
マ ウ ス の病態生化学的研究. 第 2 回和漢医薬学会，
1985， 9 ， 京都.
10 ) 菅垣 昇， 広瀬三智 子， 荻田善一 : 霊芝の系
統的品質評価法. 第 2 回和漢医薬学会， 1985， 9 ， 
京都.
1 1 )  菊 池 徹， 松 田 暁子， 門 田 重利， 村井義洋，
荻 田 善一 : 霊芝の生理活性成分の研究. 第 2 回和漢
医薬学会， 1985， 9 ， 京都.
12)  林 和子， 坂本栄子， 荻 田 善一 : マ ウ ス 初期
目玉 の発生過程に お け る 蛋 白 成分の変動. 第36回電気
泳動学会， 1985， 10， 新潟.
13 ) 荻 田善一， 丸 山 由 紀子， 黒沢信幸 : 基質特異
的 酵素 の ザ イ モ グ ラ ム 法 . 第36 回電気泳動学会，
1985， 10， 新潟.
14 ) 森 篤雄， 荻田善一 : 迅速 で、経済的 な プ ラ ス
ミ ド の 精 製 法 . 第 36 回 電 気 泳動学会， 1985， 10， 
新潟.
15) Tojo  H. and Ogita Z. : Studies of deve­
lopmental regulation of human β-globin genes by 
using transgenic mice. The nineth International 
Symposium (1985) -Molecular genetics in deve­
lopmental neurobiology-， 1985， 1 1， Ohtsu. 
16 ) 東俊英昭， 桃井啓子， 服巻保幸， 荻 田善一 :
ヒ ト ク、、ロ ビ ン β 鎖遺伝子の マ ウ ス 受精卵への移入.
日 本人類遺伝学会第30 回大会， 1985， 11 ， 名 古屋.
17 ) 東俊英昭， 桃井啓子， 服巻保幸， 荻 田 善マ :
ヒ ト グロ ビ ン 遺伝子に よ る 形質転換マ ウ ス . 第 8 回
日 本分子生物学会年会， 1985， 12， 東京.
18 ) 中 島松一 : 抗原に よ る 高， 低領域 ト レ ラ ン ス
を 区別 す る 抗体の 多様性. 日 本免疫学会総会 ( 第15
回) ， 1985， 12， 福 岡 .
19) Tojo H . ，  Momoi K.， Fukumaki Y .  and 
Ogita Z. : Transgenic mice carrying human β幽
globin genes. 日 伊生物科学セ ミ ナー， 1985， 12， 
京都.
⑩ そ の 他
1 )  岩橋寛治， 柴 田 太， 桃井啓子， 荻 田 善一 :
ベ ルペ リ ン 応 答性 マ ウ ス の 育成. 和漢医薬学会誌
2 : 252-253， 1985 . 
ヮ“1EA 旬・4
2 ) ハ ム デ ィ タ イ エ， 柴 田 太， 桃井啓子， 荻
田善一 : 八味丸応答性マ ウ ス の育成. 和漢医薬学会
誌 2 : 254-255， 1985. 
3) 久保喜一， 荻 田 善一 : ジ ャ コ ウ 代替品 の 開発.
和漢医薬学会 誌 2 : 128-129， 1985. 
4 )  森 田 瑞枝， 稲垣克彦， 金谷高志， 安倍政利，
荻 田善一 : リ ウ マ チ 患者集団 と 健常者集団 に お け る
証の分布の比較. 和 漢医薬学会誌 2 : 1 16-117， 
1985. 
5 ) Ogita Z.， Momoi K. and Kumura Y. : Flow 
karyotype analysis by cell sorter and develop­
ments for chromosome engineering. Jpn. J. Hu­
man Genet. 30 : 87-88， 1985. 
6) Mori A. and Ogita Z. : Cloning of human 
β-globin gene cluster. Jpn. ]. Human Genet. 30 : 
144. 1985. 
7 )  Hombo Y.， Takamura S. and Ogita Z. : 
Evaluation of the embryo-transfer through cervi­
cal cannal using mice. Jpn. ]. Human Genet. 30 : 
145， 1985. 
8 )  吉森寿美代， 古 田 勲， 荻 田 善一 : 全身 的 な
hypertrichosis を伴っ た idispathic fibromatosis の
一例. 人類遺伝学雑誌 30 : 168， 1985. 
9 )  Kanaya T.， Abe M.， Maruyama Y.， Morita 
M.， Inagaki K. and Ogita Z. : Genetic background 
of “Shyo" in the treatment in oriental medicine. 
Jpn. ]. Human Genet. 30 : 184， 1985. 
10 ) 林 和子， 坂本栄子， 荻 田 善一 : マ ウ ス 初期
旺の発生過程に お け る 蛋 白 成分の変動. 生物物理化
学 29 : 308， 1985. 
1 1 ) 荻 田 善一， 丸 山 由 紀子， 黒沢信幸 : 基質特異
的酵素のザイ モ グ ラ ム 法. 生物物理化学 29 : 324， 
1985 . 
12 ) 森 篤雄， 荻田善一 : 迅速 で、経済的 な プ ラ ス
ミ ド の精製法. 生物物理化学 29 : 325， 1985. 
化 』ーチ� 応 用
教 授 菊 池 徹
助 教 授 〈豆伊 岡 又 雄
助 手 門 田 重 利
文部技官 手 塚 康 �L. 
⑨ 原 著
1 ) Kikuchi T.， Kadota S.， Matsuda S. ，  Tanaka 
K. and Namba T. : Studies on the Constituents of 
Medicinal and Related Plants in Sri Lanka. 11. 
- 1 1 3 
Isolation and Structures of New y-Pyrone and 
Related Compounds from めρ'ericum mysorense 
HEYNE. Chem. Pharm. Bull. 33 : 557-564， 1985. 
2) Kikuchi T.， Matsuda S.， Kadota S. and 
Tai T. : Studies on the Constituents of Medicinal 
and Related Plants in Sri Lanka. 111. N ovel 
Sesquilignans from Hedyotis lawsoniae. Chem. 
Pharm. Bull. 33 : 1444-1451， 1985. 
3) Kikuchi T.， Kadota S.， Suehara H. and 
Shima T. : Studies on the Constituents of Orchi­
daceous Plants. 11. Isolation， Structures and 
Stereochemistry of Cyclonervilol， Cyclohomo幽
nervilol， and Dihydrocycloeucalenol C-24 Epimers， 
New Triterpenes frÐm Nervilia ρuゆurea・ SCHLE­
CHTER. Chem. Pharm. Bull. 33 : 1914-1929， 1985. 
4 ) Kikuchi T.， Kadota S.， Matsuda S. and 
Tanaka K. : Studies on the Constituents of Medi­
cinal and Related Plants in Sri Lanka. IV. 
Structures of New y-Pyrone and Related Com­
pounds from Hypericum mysorense HEYNE and 
Syntheses of Hyperenone-A and -B. Chem. Pharm. 
Bull. 33 : 1969-1974， 1985. 
5) Kikuchi T.， Kadota S.， Suehara H. and 
Namba T. : Studies on the Constituents of Orchi­
daceous Plants. 111. Isolation of N onconventional 
Side Chain Sterols from Nervü匂 ρur:戸trea SCH­
LECHTER and Structure of N ervisterol. Chem. 
Pharm. Bull. 33 : 2235-2242， 1985. 
6 )  Kikuchi T . ，  Kadota S. and Shima T. : The 
C-24 Stereochemistry of Cyclohomonervilol， A 
Non-conventional Side Chain Triterpene from 
Nervilia ρuゆurea SCHLECHTER. Chem. Pharm. 
Bull. 33 : 2609-2610， 1985. 
7 )  Harayama T.， Fukushi H. ，  Tezuka Y .  and 
Yoneda F. : Epoxidation with Pyridine-Trifluoro・
acetic Anhydride-Molecular Oxygen and Mechan司
istic Aspects. J. Chem. Soc. Chem. Commun. 
854-855， 1985. 
8) Hattori M.， Tsunezuka M.， Kadota S. ，  
Kikuchi T. and Namba T. : Studies on Dental 
Caries Prevention by Traditional Chinese Medi­
cine. Part V. A Comparison of Antibacterial 
Action of Magnolol， Honokiol and Related Com­
pounds against Streptoωccus mutans. Shoyaku・
gaku Zasshi， 39 : 76-79， 1985. 
9 )  Kikuchi T. Matsuda S . ，  Kadota S.， Murai 
Y. and Ogita Z. : Ganoderic Acid D， E， F， and H 
